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静 岡 女 子 短 期 大 学 研 究 紀 要 第29号―第34号

(第28号までは『静岡女子短期大学三十年誌』―昭57年３月刊―に記載)

静岡県立大学短期大学部研究紀要 第１号―第10号

静岡県立大学短期大学部研究紀要(浜松校)第11-1号―第13-1号

静岡県立大学短期大学部研究紀要(Web版)第11-3号―第13-3号

第29号 1981年度発行

演繹的推理における課題形式 (その一) 増田 末雄 ( 1 )

論理学的・文法論的側面について

これすべて神々の意志のもとに 堀 孝三 ( 23 )

――アーノルドの ｢メロペ｣ ――

比較調査からみる静女短大生の意識構造 伊藤 順啓 ( 29 )

――NHK放送世論調査所 『日本人の意識調査』 に依拠しながら

静岡県におけるガン死亡率の市町村別分布について

小国伊太郎・那須 恵子・小国 順子・金谷 節子

立川 治俊・藤野 正之・大石 好子・太田 裕一 ( 49 )

Complex Formation between 18-Crown-6 and Hexylammonium

Chloride in Water Hideko Sahara and Shigeharu Harada ( 95 )

｢申し送り｣ についての教育的一考察 牧野 典子・日比野路子 (101)

看護行動に関する基礎的研究 (その１) 小笠原知枝 (113)

欲求と価値について

ナースについてのイメージに関する研究 是永 彰子 (131)

イメージの変化

大英図書館所蔵の和漢書について 稲垣 瑞穂 ( )

テロルとヘーゲルの哲学問題 青山 政雄 ( )

国会図書館蔵 ｢舞の本｣ 翻刻・(その３) 須田 悦生・佐藤 彰 ( )寛永整版本

―― ｢景清｣ ｢ふえのまき｣ ｢未来記｣ ｢こしこえ｣ ――

………………………………………

…………………………………………………

………………………………………

……………………

……………………………

…………………………

………………………………………

………………………………………

………………………………………………

……………………………………………………

…………………………



二
九

第30号 1982年度発行

アーノルドの 'The Unlit Gulph of the Self' 堀 孝三 ( 1 )

『スコットランド紀行』 (1803) ―上 鈴木 保彦 ( 11 )

桜井ちか研究ノート 千住 克己 ( 29 )

��������	
�
��
��の生産する菌体外セルラーゼについて 米屋 武文・松平 貴子 ( 45 )

中学生の健康調査

――浜松市立湖東中学校生徒の血圧値を中心として――

中田健次郎・長谷川憲一・谷 健二・山本 章・袴田 秀子 ( 53 )

―― 実験動物の保存 ――

ウズラの突然変異遺伝子並びに､ 系統の保存 中村 明・金子 智子 ( 69 )

乳幼児をもつ母親のニード

――相談内容の月年令次別推移による検討 ――

藤生 君江・村沢 奎子・竹内 久子・辻村 知代・須山 恭子 ( 73 )

看護行動に関する基礎的研究 (その２) 小笠原知枝 ( 91 )

――小児科看護領域において ――

鹸化度の異なるポリ (ビニルアルコール)への

ドデシル硫酸ナトリウムの結合 佐原 秀子 (107)

ナースについてのイメージに関する研究－臨床場面においての印象 是永 彰子 (115)

毛詩鄭箋の訓点について 稲垣 瑞穂 (一 )

―― E.サトー旧蔵本より――

現代のセミ・プロフェッションを考えるために 伊藤 順啓 ( )

――A.エツィオーニ編 『セミ・プロフェッションとその組織』 の抄訳的紹介 (一)

第31号 1983年度発行

『スコットランド紀行』 (1803) ――下 鈴木 保彦 ( 1 )

廻りめぐる鷹 堀 孝三 ( 13 )

―― W.B.Yeatsの内的世界 ――

A Japanese (Ⅰ) KASE Masayuki ( 21 )

水中における18 ―クラウン―６と

アルキルアンモニウムクロリドの相互作用 原田 茂治・佐原 秀子 ( 25 )

ラットにおける尿中K・Na排泄におよぼすK又はNa欠乏食の影響 内藤 初枝 ( 33 )
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五

五
五

七
一

八
三

一
三

三
七

五
七

一

Regulation of the Synthesis of Two Alcohol Dehydrogenases in ��������	
�
��
��

YONEYA Takefumi and SATO Yasushi ( 43 )

看護婦の理想像に関する研究 水谷 信子 ( 49 )

家庭における成人病患者介護者の適応状況及び看護介入への模索

―― ロイ看護モデルを応用して――

藤生 君江・荒谷喜代美・藤野 正之・飯田 洋一
村沢 奎子・辻村 知代・須山 恭子 ( 65 )

看護行動に関する因子分析的研究 (その３) 小笠原知枝 ( 79 )

――看護専門領域において ――

毛詩鄭箋の訓点について (承前) 稲垣 瑞穂 (一 )

――E.サトー旧蔵本より ――

テロルとヘーゲルの哲学問題 (続) 青山 政雄 ( )

ヴァーチュの声 梅田 祐喜 ( )

――ことばへの問い ――

国会図書館蔵 舞の本・翻刻 (その４) 須田 悦生・佐藤 彰 ( )寛永整版本

―― ｢ゑぼしおり｣ (未完) ――

初等学校教職におけるセミ・プロフェッション性 伊藤 順啓 ( )

――A.エツィオーニ編 『セミ・プロフェッションとその組織』 の抄訳的紹介 (二)

第32号 1984年度発行

Katherine Mansfieldの "Prelude" についての一考察 柴田 優子 ( 1 )

生命倫理に関する実証的研究 水谷 信子・石坂 要・中山 治 ( 13 )

――臓器移植の場合 ――

体外受精 (IVF) に関する女子大生の認知構造 中山 治・石坂 要・水谷 信子 ( 27 )

――数量化理論Ⅲ類による分析――

中学生の健康調査 長谷川憲一・袴田 秀子・中田健次郎 ( 41 )

――アンケート調査より――

小がらな乳幼児をもつ母親のニード 藤生 君江 ( 63 )

佐久間象山書状七通について 岩崎 鐡志 ( )

漱石と蘇国
スコットランド

の旅 ―― ｢昔｣ の背景―― 稲垣 瑞穂 ( )
国会図書館蔵舞の本・翻刻 (その５) 須田 悦生 ( )寛永整版本

―― ｢ゑぼしおり｣ (承前) ｢しだ｣ (未完) ――

国会図書館蔵舞の本・翻刻 (その６) 佐藤 彰 ( )寛永整版本

―― ｢四国落｣ ｢おひさかし｣ ｢ほりかわ夜うち｣ (未完) ――
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五
七

八
三

一
〇
五

看護職におけるセミ・プロフェッション性 伊藤 順啓 ( )

――A.エツィオーニ編 『セミ・プロフェッションとその組織』 の抄訳的紹介 (三) ――

第33号 1985年度発行

ジョイスのパーネル像 河野 賢司 (１ )

混合ミセルのモル体積 佐原 秀子・原田 茂治 ( 15 )

――デシル硫酸ナトリウムおよびドデジル硫酸ナトリウム混合系――

中学生の健康調査 長谷川憲一・袴田 秀子・中田健次郎 ( 23 )

――前回アンケート調査と比較して――

人口妊娠中絶に関する女子大生の認知構造 中山 治・石坂 要・水谷 信子 ( 43 )

――数量化理論Ⅲ類による分析 ――

生命倫理に関する実証的研究 水谷 信子・石坂 要・中山 治 ( 57 )

――生死の決定の場合 ――

大がら､ 中がら､ 小がらな乳幼児を持つ母親のニード 藤生 君江・落合富美江 ( 73 )

マルクーゼと現代社会の問題 (一) 青山 政雄 (一 )

ことばの経験より 梅田 祐喜 ( )

――《ヴァーチュの声》 (Ⅱ) ――

夏目漱石と英国留学 稲垣 瑞穂 ( )

――ロンドン到着前後 ――

セミ・プロフェッション組織と官僚制 伊藤 順啓 ( )

――A.エツィオーニ編 『セミ・プロフェッションとその組織』 の抄訳的紹介 (四)

国会図書館蔵
舞の本・翻刻 (その８) 佐藤 彰 ( )

寛永整版本

―― ｢ほりかわ夜うち｣ (続) ｢つるぎさんだん｣ ｢まんちう｣ (未完) ――

国会図書館蔵
舞の本・翻刻 (その９) 須田 悦生 ( )

寛永整版本

―― ｢げんぶく曽我｣ ｢十番切｣ ｢いるか｣ ――

第34号 1986年度発行

ケガレ 中山 治 ( 1 )

―― 心理臨床の視点から ――

YEATS AND O'CASEY 河野 賢司 ( 13 )

―― In the Shadow of Parnell's Death――
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六
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八
三

Conversion of Concrete Noun to Verb 柴田 優子 ( 23 )

PartⅠ Materials

中学生の健康に関する研究

中田健次郎・長谷川憲一・袴田 秀子・谷 健二・山本 章 ( 33 )

食事の訴えを有する児の体型の特徴 藤生 君江・落合富美江・村澤 奎子 ( 51 )

――カウプ指数による検討――

保健行動の構造と影響要因に関する研究 水谷 信子 ( 65 )

――数量化理論Ⅲ類による分析――

パーソナルコンピュータによる個人用データファイルの作成

原田 茂治・佐原 秀子 ( 77 )

夏目漱石と英国留学 稲垣 瑞穂 (一 )

――第二・第三の下宿より――

国会図書館蔵舞の本・翻刻 (その11) 附内閣文庫蔵明暦版本翻刻 佐藤 彰 ( )寛永整版本

―― ｢まんちう｣ (完) ――

青年マルクスとヘーゲル法哲学批判 青山 政雄 ( )
国会図書館蔵舞の本・翻刻 (その12・完) 附内閣文庫蔵明暦版本翻刻 須田 悦生 ( )寛永整版本

―― ｢小袖曽我｣ ――

ソーシャル・ワークにおけるセミ・プロフェッション性 伊藤 順啓 ( )

――A.エツィオーニ編 『セミ・プロフェッションとその組織』 の抄訳的紹介 (五)

創刊号 1987年度発行

新紀要の発刊に当り 内薗 耕二

第三世界における ｢民主主義｣ 橋本 和也 (１ )

労働心理学の基礎的問題について 中山 治・石坂 要 ( 17 )

"Stranger than Dreams" ―― 『ヴィレット』 試論 ―― 林 完枝 ( 25 )

���������	�
�� 河野 賢司 ( 41 )

――Arthur Miller： 
����������試論 ――

Poetry and Prose by Katherine Mansfield 柴田 優子 ( 57 )

―― Purified Portrait of Poetry ――

障害児をもつ両親の障害に対する認識と心理過程

藤生 君江・村澤 奎子・鈴木 恭子・中村 泰子

大関 智子・竹内 久子・深沢 和代・平田 善章 ( 65 )
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三

四
三

六
三

八
三

トンガ王国循環器疾患基礎調査報告 (昭和 61 年度静岡県特別助成研究報告)

日高 宏・比田井 耕・沢田 進・岡 博 ( 79 )

看護学生の病名等についてのイメージに関する研究 その１ 佐藤 蓉子 ( 87 )

老年期痴呆の早期発見と予防に関する研究 水谷 信子 (101)

――発症に影響を与える生活要因分析 ――

過疎地域のひとり暮らし老人の生活と意識 ――“あんき”という表現のなかみ――

木下 幸代・石野 育子・大井輝見子・佐藤 登美 (121)

電極法によるドデシルアンモニウムクロリドのミセル物性に関する研究

佐原 秀子・原田 茂治 (137)

夏目漱石と英国留学 稲垣 瑞穂 (一 )

―― 第四､ 第五の下宿周辺 ――

内閣文庫蔵明暦刊 ｢舞の本｣ 佐藤 彰 ( )

―― ｢つきしま｣ (続) ｢やしま｣ ――

青年マルクスと疎外の問題 青山 政雄 ( )

内閣文庫蔵明暦刊 ｢舞の本｣ 須田 悦生 ( )

―― ｢わたさかもり｣ (続) ｢たかたち｣ ――

官僚制構造におけるソーシャル・ワーカー 伊藤 順啓 ( )

――A・エツィオーニ編 『セミ・プロフェッションとその組織』 の抄訳的紹介 (六・完)

第２号 1988年度発行

静岡女子短期大学研究紀要廃刊に当り 林 栄一

社会劇と文脈の転換 橋本 和也 (１ )

――フィジーの争いを扱って――

秘書の現状と展望 中村 健壽 ( 15 )

――女性秘書を中心として――

Ernest Miller Hemingway ノート (Ⅰ) 加瀬 正幸 ( 29 )

Sexism in the Brontës 林 完枝 ( 41 )

『夜への長い旅路』 試論 河野 賢司 ( 53 )

――アイルランド系アメリカ人としてのユージン・オニール ――

Katherine Mansfieldと New Zealand 柴田 優子 ( 63 )

Haselgrobe法による多重積分法プログラムの作成と流体の統計力学的理論への応用

大場 正春・原田 茂治 ( 73 )

雄踏町における乳幼児の発育の特徴 藤生 君江・落合富美江 ( 87 )

――出生時から３歳までの縦継的研究――
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二
一

四
七

五
七

六
九

一
三

悪性腫瘍に罹患した小児をもつ母親の思い 鈴木恵理子・小島 洋子 (101)

青年マルクスと疎外の問題 (続) 青山 政雄 (一 )

夏目漱石と英国留学 稲垣 瑞穂 ( )

――第五の宿より帰国に至る――

内閣文庫蔵明暦刊 ｢舞の本｣ 佐藤 彰 ( )

―― ｢やしま｣ (続) ――

内閣文庫蔵明暦刊 ｢舞の本｣ 須田 悦生 ( )

―― ｢かただち｣ ――

東洋文庫 (岩崎文庫) 蔵古活字版 ｢舞の本｣

―― ｢大 臣｣ ――

看護職のプロフェッション性 伊藤 順啓 ( )

－－比較社会学的視角をとおして

第３号 1989年度発行

カーニヴァルとツーリズム 橋本 和也 (１ )

――ミス・ハイビスカスとフィジー――

1902.12.10付 ｢倫敦日本協会雑誌 六之巻｣ に

発表されたJ.H.Dixonの論文について 稲垣 瑞穂 ( 11 )

ERNEST MILLER HEMINGWAYノート (Ⅱ) 加瀬 正幸 ( 31 )

バーナード・ショーとアイルランド 河野 賢司 ( 41 )

――���������	
���
�	����試論――

雄踏町における小児の発育の特徴 藤生 君江・落合富美江 ( 59 )

――出生時から６歳までの縦断的研究 ――

室温の変化が寝たきり老人の褥瘡部位の皮膚温度に及ぼす影響 荒谷喜代美 ( 71 )

終末期の患者へのソーシャル・サポートに関する報告 佐藤 蓉子 ( 85 )

――ベイ・エリアにみるボランティア組織の活動――

東洋文庫 (岩崎文庫) 蔵古活字版 ｢舞の本｣ 須田 悦生 (一)

―― ｢大臣｣ (続) ｢日本紀｣ ｢大織冠｣ ――

大学教育における一般教育課程の現代的意義 伊藤 順啓 ( )

――新たな可能性として“統合化の理念”を探る
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二
一

三
五

第４号 1990年度発行

感情と知覚のかかわりに関する研究 内山伊知郎 (１ )

フィジーに於ける観光の諸問題 橋本 和也 ( 17 )

浜口擔 (担) ――熊楠・漱石との出会い―― 稲垣 瑞穂 ( 31 )

Ernest Miller Hemingwayノート (Ⅲ) 加瀬 正幸 ( 41 )

F.S.フィッツジェラルドとアイルランド 河野 賢司 ( 55 )

θ役割の語彙的飽和と派生名詞 石川美由紀 ( 73 )

Anticaries Activity of Tea: Epidemiology and the Role of Fluorine and Catechins

CAO Jin･OGUNI, Itaro (小國伊太郎)・HARA,Yukihiko (原 征彦)他 ( 81 )

Physico-Chemical and Physiological Changes of Postharvest

Mango Fruit and Its Quality Control Methods: A Review

YONEYA, Takefumi (米屋 武文) 他 (103)

地域看護に関する研究―自己概念について― 藤生 君江 (125)

看護行動の形成と変化に関する研究 荒谷喜代美 (139)

――看護学生の自己概念の変化について――

雄踏町における小児の食事摂取状況と身体発育 落合富美江・藤生 君江 (155)

子どもを亡くした親の悲嘆のプロセスと反応 小島 洋子・鈴木恵理子 (165)

商用データベースの利用とパーソナルデータベースの構築 原田 茂治 (173)

『精神現象学』 の弁証法の考察 (上) 青山 政雄 (一 )

―― ｢意識｣ の章の分析を中心に――

高等教育の現代的機能 伊藤 順啓 ( )

――大学でなにを学ぶのか

東洋文庫 (岩崎文庫) 蔵古活字版 ｢舞の本｣ 須田 悦生 ( )

―― ｢大織冠｣ (続) ――

第５号 1991年度発行

受付応対場面における対人感情の研究 内山伊知郎・中村 健壽 (１ )

明仁天皇と平成時代 佐藤 彰 ( 11 )

Ernest Miller Hemingwayノート (Ⅳ) 加瀬 正幸 ( 21 )

学生に聞いた都市伝説 美濃部京子 ( 31 )

Regression Analyses of Mango Fruit Firmness and Their Physico-Chemical

Parameters YONEYA, Takefumi (米屋 武文) 他 ( 43 )
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四
五

高速液体クロマトグラフィーによる血漿中総アスコルビン酸の定量法

斉藤 慎一・原田 尚子 ( 53 )

Role of Green Tea on Protection against Cancer Risk

OGUNI, Itaro (小國伊太郎) 他 ( 61 )

地域看護に関する研究 (２) 藤生 君江 他 ( 67 )

――ケアに従事する看護学生の自己概念と社会的欲求について――

看護行動の形成と変化に関する研究 (その２) 荒谷喜代美 他 ( 79 )

――看護学生の自己概念とYG性格検査との関係 ――

痴呆性老人の生活行動と評価 水谷 信子 ( 89 )

『精神現象学』 の弁証法の考察 (下) 青山 政雄 (一 )

―― ｢意識｣ の章の分析を中心に ――

福祉意識における“発想の転換” 伊藤 順啓 ( )

――『社会福祉学』 第一講ノートから

江戸語の推量表現について 鶴橋 俊宏 ( )

――享和期以降の洒落本に於ける実態――

東洋文庫 (岩崎文庫) 蔵古活字版丹緑本 須田 悦生 ( )
舞の本 ｢鎌田｣ (二)

第６号 1992年度発行

幼児のStranger遭遇場面における表情分析 内山伊知郎 (１ )

――MAXによるコーディング――

『大いなる遺産』 ――結末についての一考察 ―― 樋口 美香 ( 13 )

女性昔話をめぐって 美濃部京子 ( 23 )

ルソー､ 術語の問題 (１) 梅田 祐喜 ( 35 )

｢地域空間｣ の理論 佐々木崇暉 ( 47 )

―― ｢農村空間｣ の組織化を中心に――

わが国における秘書室と秘書機能 中村 健壽 ( 59 )

――その二重構造性をめぐって――

実円単数の符号と類群の２-Sylow群 館山 光一 ( 71 )

双子型伝導微小熱量計による水溶液の希釈熱測定 原田 茂治・佐原 秀子 ( 75 )

ウズラ白卵形質の利用について 中村 明・金子 智子 ( 85 )

COMPOSITIONAL CHANGE OF LYCHEE FRUIT

AND IT'S HANDLING: A REVIEW Takefumi Yoneya WAI-KIT NIP ( 91 )
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一
七

三
一

難治性ネフローゼ症候群の薬物治療 木村 正人・鈴木 祥子・松崎 房子 (107)

――文献検索――

看護行動の形成と変化に関する研究 (その３) 荒谷喜代美・飯野美礼子 (121)

２年課程看護学生の自己概念とYG性格検査との関係

地域看護に関する研究 (３) 藤生 君江・中野 照代 (131)

――ケアに従事する看護学生の自己概念と価値類型 ――

小児癌患児の母親を支えるもの 小島 洋子・鈴木恵理子 (143)

信念的心情倫理としての "Gesinnungsethik" 伊藤 順啓 (一 )

――Max Weber, "Politik als Beruf" を再読する

江戸咄本に於ける推量表現 鶴橋 俊宏 ( )

駿河徳山の ｢狂言｣ テキスト (Ⅰ) 須田 悦生 ( )

第７号 1993年度発行

生理反応による感情判別へのファジー理論の適用 内山伊知郎・館山 光一 (１ )

訪問と接待 橋本 和也 (９ )

そしてみよ！宇宙はわれらの視野に 堀 孝三 ( 23 )

――H.D.Thoreauの内的世界 ――

Wordsworth's Theory of Meter in the 1802 Preface WILLETT, Steven J. ( 33 )

to ������������	


Wordsworth's Metrical Architectonics: WILLETT, Steven J. ( 45 )

A Study of the "Intimations Ode" (Ⅰ)

『大いなる遺産』 についての一考察 樋口 美香 ( 59 )

――葡萄園とビール醸造所 ――

日本的レギュラシオンの問題構成 佐々木崇暉 ( 67 )

――《中心一周辺化》関係基軸による調整を中心に――

秘書イメージに関する調査研究 中村 健壽・内山伊知郎・加藤 宏美 ( 81 )

――秘書職・非秘書職・学生の比較検討――

拡張された��進測度と��進��関数 館山 光一 ( 91 )

実験動物の保存 中村 明・金子 智子 ( 97 )

Metabolism of Ethanol by 
������
��������
 YONEYA, Takefumi (101)

慢性透析患者の栄養状態の評価

木村 正人･大田 理絵･西村 直子･沢田 啓･池谷 直樹･丸山 行孝 (107)
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一
一

放射性物質封入マイクロスフェアによる膵癌局所療法の開発

――放射性物質封入マイクロスフェアの試作 (第一報) ――

原田 昇・高林ふみ代 (119)

看護行動の形成と変化に関する縦断的研究 荒谷喜代美 (133)

――看護学生の自己概念と性格特徴について――

『ドイツ・イデオロギー』 の研究 (一) 青山 政雄 (一 )

ボランティア活動の再イメージ化をめざして 伊藤 順啓 ( )

――金子郁容・ボランティア論が示唆するもの

駿河徳山の ｢狂言｣ テキスト (Ⅱ) 須田 悦生 ( )

第８号 1994年度発行

中国・宋代の ｢花石綱｣ に関する一考察 中村 健壽 (１ )

｢開発｣ が目指したもの 橋本 和也 (９ )

――フィジーにおける ｢開発｣ のディスクール――

ルソー､ 術語の問題 (２) 梅田 祐喜 ( 23 )

『大いなる遺産』 ：Pipと二人の凝似姉 樋口 美香 ( 37 )

Bret Easton Ellisを読む 加瀬 正幸 ( 47 )

―― Ellisはどこへ行くのか ――

Wordsworth's Metrical Architectonics:

A Study of the "Intimations Ode" (Ⅱ) WILLETT, Steven.Ｊ ( 59 )

｢過程する価値の構造｣ と貨幣制約 佐々木崇暉 ( 73 )

――M.アグリエッタの所説をめぐって――

秘書の職務類型に関する一考案 中村 健壽 ( 87 )

要介護老人の介護者の疲労に関する基礎的研究

――蓄積的疲労徴候調査 (CFSI) を用いて――

山田紀代美・鈴木みずえ・佐藤和佳子・土屋 滋 ( 99 )

素数分体の相対類数の大きさ 館山 光一 (111)

Physico-Chemical Changes of Rambutan Fruit

During Maturation YONEYA, Takefumi (115)

放射性物質封入マイクロスフェアによる膵癌局所療法の開発 (第二報)

―― in vitro及び in vivoにおける32ｐ固定の安全性の検討

高林ふみ代・原田 昇 (121)

若松賎子の翻訳小説におけるマセンカッタ・マセンデシタ 鶴橋 俊宏 (一 )

駿河徳山の ｢狂言｣ テキスト (Ⅲ) 須田 悦生 ( )
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二
一｢地域福祉｣ 論における視座 伊藤 順啓 ( )

第９号 1995年度発行

『桂林方氏宗譜』 と方臘に関する一考察 中村 健壽 (１ )

『大いなる遺産』 についての一考察 樋口 美香 (９ )

――Pipの忘恩､ その報いと償い ――

Wordsworth's Metrical Architectonics: WILLETT, Steven J.( 19 )

A Study of the "Intimations Ode" PartⅢ

スコットランドのトラベラーの昔話 美濃部京子 ( 25 )

ルソー､ 術語の問題 (３) ―��������	
について 梅田 祐喜 ( 35 )

Richard Brautigan: ��

�����������
�をめぐる勘考 加瀬 正幸 ( 45 )

―― ｢現代アメリカ文学｣ 講義ノート――

組織体における命令と報告 中村 健壽 ( 55 )

The Specificity of Japanese Economy: Japanese Employment

Practices and Nowadays Meaning of Japanese Capitalism SASAKI,Shuki ( 67 )

医療における宗教の果たす役割 三岡 肖江 ( 75 )

意識障害のある患者における音楽の有効性

――精神性発汗と看護における 『観察』 を指標として

竹田千佐子・上野 仁美・奥原 秀盛

椙山委都子・三岡 肖江・小出扶美子 ( 81 )

要介護老人の介護者の疲労に関する基礎的研究 (第二報)

－－疲労の社会的側面に焦点をあてて－－

山田紀代美・鈴木みずえ・佐藤和佳子・土屋 滋 (103)

短大生における母性意識 久保田君枝 (115)

慢性透析患者の栄養状態の評価

――低アルブミン血症について――

木村 正人・芦川 幸子・岩田 道子

澤田 啓・古橋 三義・丸山 行考 (125)

学生は講義をどのように受けとめているか

―― ｢出席カード｣ に表現された内容の分析を通して

椙山委都子・奥原 秀盛・竹田千佐子・小出扶美子・三岡 肖江 (133)

在宅介護者が行う排泄の介護技術の実態 三輪木君子・大津 廣子 (147)
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二年課程における形成テスト後のフィードバックの与え方 大津 廣子・三輪木君子 (161)

――全身清拭の授業を通して――

自然科学的立場より見た ｢いのち｣ 原田 昇・小出扶美子・高林ふみ代 (177)

助産士導入に関する看護士・助産婦間の意見の相違 石田 貞代・望月 好子 (183)

助産士導入に関する夫婦間の意見の相違 石田 貞代・望月 好子 (193)

精神看護実習におけるセルフケア理論を用いての実習効果 (第１報)

宮崎 徳子・篠宮香奈子・山田紀代美 (199)

Formoguanamine 処理ウズラの眼内概日リズムに及ぼす眼瞼縫合の影響

金子 智子・毛利 弥生・大石 正 (207)

市販の界面活性剤選択性電極の電極電位 原田 茂治・佐原 秀子 (219)

p-進整数環上の連続関数 館山 光一 (225)

地域集団における赤血球変形能とその関連要因に関する研究

那須 恵子・中村美詠子・青木 伸雄・近藤 今子・菊池 佑二・堀部 博 (229)

低カリウム食調製の検討 内藤 初枝 (241)

――ごぼうの浸漬操作における浸漬時間の影響 ――

JICAジョモケニヤッタ農工大学 (学士課程) プロジェクト参加報告

米屋 武文 (247)

Production of Traditional Fermented Milk in Kenya(� ������)

MATHARA J.M.MIYAMOTO T.

KOAZE H. KlIYUKIA C. and YONEYA T. (257)

放射性物質封入マイクロスフェアによる膵癌局所療法の開発 (第三報)

-in vitroおよび in vivoにおける焼成マイクロスフェアの32P固定安定性の検討

高林ふみ代・原田 昇・五島 廉輔 (265)

幼児の保育中の ｢ケガ｣ に関する調査と報告 長谷川憲一 (273)

駿河徳山の ｢狂言｣ テキスト (Ⅳ) 須田 悦生 (一 )

聖書のフェミニン・リーディング研究 (Ⅰ) 鈴木 元子 (七 )

聖書のフェミニン・リーディング研究 (Ⅱ) 鈴木 元子 ( )

『ドイツ・イデオロギー』 の研究 (二) 青山 政雄 ( )

大学教養課程における福祉教育 伊藤 順啓 ( )

――第四の ｢福祉教育｣ となるべきもの
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第10号 1996年度発行

Hildaの変身譚 鈴木 元子 (１ )

――���������	�
�から ――

大学の英語教育をめぐって 鈴木 元子 ( 13 )

―― ｢実務英語演習｣ の場合――

宋代の王則の乱と弥勒教に関する一考察 中村 健壽 ( 23 )

英語コミュニケーション能力向上のための指導について 樋口 美香・平野美津子 ( 33 )

トバ・バタック社会における“ラジャ・フタ”の性格とその変化 池上 重弘 ( 41 )

地方自治と地域住民 伊藤 順啓 ( 57 )

―― 『地域社会論』 講義ノート〈一〉

市場経済と調整原理 佐々木崇暉 ( 69 )

――新古典派とレギュラシオン学派の比較を中心 ――

アジア太平洋地域におけるユネスコの総合情報計画:1990-1995 竹内比呂也 ( 83 )

｢情報検索演習｣ のためのInternetの活用 竹内比呂也・原田 茂治 ( 95 )

オフィス環境の変化と稟議制度に関する一考察 中村 健壽 (107)

点滴用パジャマ試着調査報告 荒谷喜代美・小杉思主世・奥宮さだ子 (119)

――看護婦の着脱体験から――

基礎教育における看護診断の導入に関する調査 石田 貞代・久保田君枝 (129)

看護婦・看護学生のGSES得点と臨床経験年数との関連 石田 貞代・望月 好子 (137)

医療費及び看護料に対する看護学生の関心度調査 大津 廣子 (147)

卒業時における体位変換技術の習得状況からみた指導の要点

大津 廣子・石橋佳代子・三吉友美子・粂 房子 (161)

妊娠時期による､ 妊婦・出産のイメージの変化 久保田君枝・南谷佐知子 (173)

小児看護実習における装飾活動について 小出扶美子・小島 洋子・椙山委都子 (183)

看護と介護 小島 洋子・佐藤 芳恵 (193)

――その基本的考え方――

N -Nitorosobis(2-oxopropyl)amine(BOP)投与後の組織酸化とDNA中

8-hydroxydeoxiguanosine(8-OHdG)量の変化の関連 高林ふみ代・原田 昇 (205)

精神看護実習におけるセルフケア理論を用いての実習効果 (第２報)

竹内志保美・宮崎 徳子・山田紀代美 (209)

看護者の死に対する意識調査 比嘉 肖江 (217)

術後 ｢せん妄｣ を発症した患者を受け持った学生への実習指導に関する一考察

牧野 典子・櫻井智穂子 (229)
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二
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五

精神看護における看護過程展開時の使用理論

宮崎 徳子・竹内志保美・山田紀代美・寺岡 昌子

小島 洋子・小出扶美子・小栗 直子 (237)

看護学生の自宅生と下宿生における食生活の横断的研究 三輪木君子・荒谷喜代美 (259)

ThaineのannihilatorとGaussの和 館山 光一 (269)

食生活及び健康状態の観察方法としての尿成分分析

――尿中N・Ca・K排泄量に対する摂取タンパク量及び運動の影響――

亀山 (松岡) 良子・白木まさ子・窪田 隆裕 (227)

低カリウム食調製に関する研究 内藤 初枝 (285)

―― 生鮮野菜・果物類のカリウム溶出に対する食酢水浸漬時間の影響 ――

Physico-Chemical Changes of Lychee Fruit During Maturation

YONEYA Takefumi・NIP Wai-Kit (293)

どこへゆくのか 一般教育課程 伊藤 順啓 (一)

――スタッフ・アイデンティティの拠りどころ

｢徳山神楽｣ 神楽歌資料 須田 悦生 ( )

第11-1号 1997年度発行

『社会契約論』 ノート (１) 梅田 祐喜 (１ )

｢ムルス論｣ 素描 梅田 祐喜 ( 13 )

A Sister or Mercyとしてのヘスタ・プリン 鈴木 元子 ( 21 )

アメリカの大学事情 平野 惇夫・鈴木 元子 ( 31 )

――日本人留学生の視点から――

『マルコによる福音書』 の中のイエス 高橋 宏 ( 45 )

Using Films as Authentic Spoken Texts Mika.Higuchi ( 59 )

フォーディズムの崩壊と金融危機 佐々木崇暉 ( 71 )

～平成不況の分析を中心に～

組織体における秘書の発展性に関する一考察 中村 健壽 ( 87 )

栄養管理のための調理操作の活用 内藤 初枝 ( 99 )

『ドイツ・イデオロギー』 の研究 (三) 青山 政雄 (一 )

江戸洒落本に於けるノダロウ 鶴橋 俊宏 ( )
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第11-3号 1997年度発行 (http:／／sizcol1.-shizuoka-ken.ac.jp／)

１. 中小規模大学図書館におけるディジタル図書館システムへの対応 竹内比呂也

２. 『マルコによる福音書』 の中のイエス 高橋 宏

３. Titration Calorimetryデータの取り扱い 原田 茂治・佐原 秀子

４. ある関数の特殊値とBernoulli数 館山 光一

５. ����dalam Masyarakat Batak Toba: Laporan Singkat tentang

Aspek Sosial-budaya Penggunaan Nira 池上 重弘

６. Stanza and Meaning in Wordsworth's On the Power of Sound"

Steven J.Willett

第12-1号 1998年度発行

近世東海道の宿駅文化 岩崎 鐡志 (１ )

遠江日置流印西派結社の展開

｢季節｣ の窓から ―ランボー小論― 梅田 祐喜 ( 61 )

Using Authentic Texts in EFL Teaching and Learning Mika HIGUCHI ( 75 )

英米文学史にみるエコロジカルなモティーフ 鈴木 元子 ( 87 )

――人間と動物の共生 ――

Creatures in Hemingway's Short Stories: Hiroshi TAKAHASHI ( 99 )

����	

����to Human Grief

副詞類としてのthat節 石川美由紀 (113)

浜松市における外国人無料検診会の意義 林 ゆかり・池上 重弘 (123)

――ブラジル人受診者へのアンケート結果をもとに――

企業秘書におけるストレスとソーシャル・サポート

――予備的検討 ――

福岡 欣治・内山伊知郎・中村 健壽・安田英理佳・加藤 宏美 (139)

高度情報化社会における秘書機能に関する一考察 中村 健壽 (153)

大量生産経済の行き詰まりと地域経済 佐々木崇暉 (163)

～楽器産業の実態を中心に～

ウズラ胚の角膜上皮細胞分裂及び網膜メラトニンのリズム

金子 智子・山口 優子・守安 紀子・大石 正 (175)

『ドイツ・イデオロギー』 の研究 (四) 青山 政雄 (一)
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第12-3号 1998年度発行 (http:／／sizcol.u-shizuoka-ken.ac.jp／)

１. Lubin-Tate形式群とCarlitz-Wagnerの定理 館山 光一

２. ルソー用語確定の試み ―ドラテのテキストの翻訳をとおして 梅田 祐喜

３. Revenant balladと昔話 金信 京子

４. 依存的な人にとってのソーシャル・サポートの限界 福岡 欣治

――他者依存性と知覚されたサポートの効果に関する基礎的研究――

５. 情報化に伴う意思決定構造の変革 安田英理佳

６. ���������	�
�のロマンス性 ―ドナテロの龍退治― 鈴木 元子

７. ｢情報検索演習｣ のためのInternetの活用 (２) 原田 茂治・竹内 比呂也

８. 看護学生の看護活動における自己効力感に影響をおよぼす要因の検討

石田 貞代・望月 好子・岡 美智代・塚本 浩子

９. ｢助産士導入｣ 意見と ｢医療者の性別｣ に対する志向との関連

―― (２) 妊産婦とその夫の意見に着目して ――

石田 貞代・望月 好子・塚本 浩子

第13-1号 1999年度発行

死と文学 梅田 祐喜 (１)

山内裕雄氏寄贈医書目録考 岩崎 鐡志 (13)

コミュニケーション型英語教育における語法指導 石川慎一郎 (31)

――教科書と時事英語に見る､ 関係代名詞whichの制限節内使用について ――

Collocational Problems in EFL Learning. Mika HIGUCHI (45)

友人関係におけるソーシャル・サポートの入手―提供の互恵性と感情状態 福岡 欣治 (57)

――知覚されたサポートと実際のサポート授受の観点から ――

アフリカの伝統的酒類 米屋 武文・宮本 拓 (71)

近世東海道の宿駅文化 岩崎 鐡志 (一)

竹山孫左衛門茂把の俳諧風交
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第13-3号 1999年度発行 (http:／／sizcol.u-shizuoka-ken.ac.jp／)

１. 講義ノートデジタル化とWeb上展開の試み

望月 亮・田中丸治宣・吉田 直樹・原田 茂治

２. 静岡県小笠郡の中学校におけるブラジル人生徒教育の現況と課題

――日本語､ 母語､ 教科学習､ そして進路 ――

池上 重弘・太田 夏子・小泉友香理・赤堀 浩子・荻上 千春

３. 炊飯米の老化熱測定の試み 佐原 秀子・貝沼やす子・原田 茂治

４. 英米文学から読む自然と人間 (Ⅰ) 鈴木 元子

５. 英米文学から読む自然と人間 (Ⅱ) 鈴木 元子

６. ｢テレタビーズ｣ の魅力と昔話 美濃部京子
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